
【
Foot（

歩
く

）】、【
Path（

小
径

）】
の

意
味

で
、

地
域

の
要

素
を

楽
し

み
な

が
ら

の
ん

び
り

歩
く

と
い

う
、イ

ギ
リ

ス
発

祥
の

ウ
ォ

ー
ク

ス
タ

イ
ル

で
す

。
�

人
で

歩
く

も
良

し
、

仲
間

や
友

人
、

家
族

と
歩

く
の

も
良

し
。

マ
ッ

プ
を

参
考

に
歩

き
、

四
季

折
々

の
自

然
や

風
景

、
地

域
の

姿
や

歴
史

を
感

じ
な

が
ら

楽
し

み
ま

し
ょ

う
。

健
康

維
持

や
ス

ト
レ

ス
解

消
に

も
お

ス
ス

メ
で

す
。

フ
ッ

ト
パ

ス
と

は
？

• ゴ
ミ

は
持

ち
帰

り
ま

し
ょ

う
。

• 動
植

物
を

採
取

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
• 田
畑
や
私
有
地
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

• 気
象

の
変

化
や

野
生

動
物

に
は

気
を

付
け

ま
し

ょ
う

。
• で

き
る

だ
け

歩
道

を
歩

き
ま

し
ょ

う
。

特
に

道
路

を
横

断
す

る
箇

所
に

は
ご

注
意

く
だ

さ
い

。
• 地
域
を
維
持
、
管
理
さ
れ
て
い
る
地
元
の
人
た
ち
へ
の
敬
意
を
持
ち
、
生
活
や
仕
事
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

フ
ッ

ト
パ

ス
の

マ
ナ

ー

お
問

い
合

わ
せ

ア
ク

セ
ス

常
磐

自
動

車
道

 浪
江

IC
か

ら
約
10

分

お
立

ち
寄

り
ポ

イ
ン

ト

請
戸

川

元
の
地
名
は
「
万
海
」。
漢
字
「
満
開
」
の
通
り
、

周
辺
は
季
節
の
花
、
特
に
春
の
菜
花
（
ア
ブ
ラ
菜
）
や

桜
が
美
し
く
、
地
元
の
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

ま
た
、綺
麗
な
夕
日
が
見
ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
る
。

コ
ー

ス
名

「
親

父
の

小
言

」
は

、
先

々
代

住
職

が
昭

和
初

期
に

家
族

に
残

し
た

人
生

訓
を

指
す

。
境

内
に

多
く

の
文

化
財

を
所

有
。

山
門

左
手

の
銅

鏡
（

国
指

定
重

要
美

術
工

芸
品

）
は

、
相

馬
中

村
藩

�
代

藩
主

相
馬

昌
胤

が
宝

永
�

年
（

��
��

）
に

奉
献

。

龍
燈

山
 大

聖
寺

施
設
内
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
B１
グ
ラ
ン
プ
リ
で

ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
「
な
み
え
焼
そ

ば
」
を
堪
能
で
き
る
。
ま
た
、
銘
酒
「
磐
城
壽
」、

走
り
駒
の
絵
柄
の
「
大
堀
相
馬
焼
」
な
ど
も
購
入

で
き
る
。

阿
武
隈
高
地
の
日
山
を
水
源
と
す
る
川
。

河
口
に
近
い
が
水
が
澄
ん
で
お
り
、
ア
ユ
な

ど
の
川
魚
の
他
、
サ
ギ
な
ど
の
水
鳥
、
冬
に

は
白
鳥
の
姿
も
見
ら
れ
る
。

満
開

橋

一
際

目
を

引
く

黄
色

い
建

物
。

料
理

が
大

好
き

な
気

さ
く

な
マ

マ
が

い
る

お
店

。 昭
和

��
年

に
双

葉
町

で
開

業
も

、
震

災
後

閉
店

。
そ

の
後

、
フ

ァ
ン

か
ら

の
熱

い
応

援
が

あ
り

、
浪

江
町

で
新

規
開

業
。

沖
縄

料
理

な
ど

リ
ー

ズ
ナ

ブ
ル

に
様

々
な

料
理

が
楽

し
め

る
。

黄
昏

の
道

割
烹

 貴
久

「
何
が
あ
る
で
も
な
い
」
か
ら
こ
そ
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
た
く

な
る
田
舎
道
。
緩
や
か
な
上
り
下
り
と
曲
線
が
気
持
ち

よ
く
、
特
に
夕
暮
れ
時
の
景
色
が
美
し
い
。

藤
橋

不
動

尊

以
前
は
お
堂
と
不
動
明
王
像
が
あ
っ
た
模
様
。

り
ゅ

う
と

う
ざ

ん
 だ

い
し

ょ
う

じ

JR
常

磐
線

浪
江

駅
か

ら
徒

歩
約

��
分

産
業
振
興
課
商
工
労
働
係

0240-34-0247
（

�:��
～

��:��
定

休
日

: 土
・

日
・

祝
）

道
の

駅
な

み
え

フ
ッ

ト
パ

ス
ル

ー
ト

の
動

画
は

こ
ち

ら
か

ら

オ
ン
ラ
イ
ン

マ
ッ
プ
は

こ
ち
ら
か
ら

コ
ー

ス
概

要

道
の
駅
な
み
え
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
歩
け
る
お
散
歩
コ
ー
ス
で
す
。

田
園
や
川
か
ら
東
日
本
大
震
災
以
前
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
「
浪
江
町
」
の
姿
を
感
じ
ら

れ
ま
す
。
季
節
の
花
が
咲
く
箇
所
が
多
く
、
菜
の
花
畑
や
桜
の
花
が
咲
く
春
、
イ
チ
ョ

ウ
や
紅
葉
が
美
し
い
秋
が
特
に
お
す
す
め
で
す
。「
親
父
の
小
言
」
は
、
コ
ー
ス
中
に

あ
る
大
聖
寺
の
先
々
代
住
職
青
田
暁
仙
和
尚
が
残
し
た
人
生
訓
を
指
し
ま
す
。

請
戸

川
・

幾
世

橋
親

父
の

小
言

コ
ー

ス
距

離
: 約

 5km
   地

形
: ほ

ぼ
平

坦



泉田城跡

道の駅なみえ

スタート＆ゴール

割烹 貴久

黄昏の道

藤橋不動尊

至 南相馬市
いたる みなみそうまし

水仙街道

権現堂城跡

不動橋
厩舎

桜並木

八幡神社

※付近に野生の狐が出没すること
　があります。

境内を歩く

左折

請戸川リバーライン

マップガイド
メインルート

サブルート

トイレ

飲食店

駐車場

ビューポイ
ント

シ
ョ

ー
ト

カ
ッ

ト

浪江町
Footpath Map

コース内食品販売店・飲食店

道の駅なみえ

営業時間 : 
10:00–18:00
定休日 : 
毎月最終水曜日

割烹 貴久

営業時間 : 
10:00–14:00,
17:30–02:00
定休日 : 不定休

フットパス

龍燈山 大聖寺
りゅうとうざん だいしょうじ

きく

満開橋
請戸川

200m


